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◎
〝
自
然
と
共
に
伸
び
る
運
動
〟
の
実
現
の
た
め
、

   〝
神
に
お
い
て
す
べ
て
一
体
〟
の
宗
教
心
を
多
く
の
人
に
広
げ
よ
う
！

◎ 

第
一
線
で
「
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
活
発
に
開
催
し
て
、
壮
年
層
会

員
の
拡
大 

と
普
及
誌
購
読
者
・
聖
使
命
会
員
拡
大
の
一
年
に
し
よ
う
！

「
人
間
中
心
主
義
」
を
あ
ら
た
め
よ
う

京
都
第
二
教
区
教
化
部
長　

伊
藤　

夏
樹

ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
、
菊
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
金
魚
草
な

ど
な
ど
。今
年
も
、信
徒
職
員
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

道
場
の
花
壇
に
い
ろ
い
ろ
な
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

そ
し
て
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ど

う
も
様
子
が
お
か
し
い
。
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
な
ど
、
苗

が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
大
き
く
な
る
は
ず
な
の
に
、
逆

に
小
さ
く
な
っ
て
い
く
…
。
不
思
議
に
思
っ
て
よ
く

観
察
し
た
ら
、
茎
の
先
を
何
者
か
に
食
い
ち
ぎ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
動
物
の
仕
業
ら
し
く
、
近

く
に
く
っ
き
り
と
し
た
足
跡
も
。
そ
う
言
え
ば
、
早

朝
、
境
内
地
を
大
き
な
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
が
走
る
の
を

何
度
か
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
な
ん
て
こ
と
を
」

と
残
念
で
な
ら
ず
、
つ
い
怒
り
さ
え
覚
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
自
然
と
の
共
生
は
簡
単
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
生
長
の
家
白
鳩
会
総
裁
・
谷
口
純
子
先
生
の
新

刊
書『
森
の
日
ぐ
ら
し
』に
次
の
ご
文
章
が
あ
り
ま
す
。

〝
森
の
中
の
オ
フ
ィ
ス
〟
で
も
、
畑
を
し
て
い
る
が
、

先
日
こ
ん
な
会
話
が
あ
っ
た
。
畑
の
キ
ャ
ベ
ツ
に
虫

が
つ
い
て
、
葉
っ
ぱ
が
レ
ー
ス
状
態
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
に
そ
の
書

き
込
み
が
あ
っ
た
時
、
沢
山
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
育
て
た

こ
と
の
あ
る
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。
虫
の

　

人
間
中
心
主
義
か
ら
抜
け
出
そ
う
（
抜
粋
）

生
長
の
家
総
裁　

谷
口 

雅
宣

　

私
た
ち
人
類
が
今
の
よ
う
な
人
間
中
心
主
義
の
考
え
方

を
改
め
ず
に
自
然
破
壊
を
続
け
、
経
済
発
展
ば
か
り
を
進

め
る
生
き
方
を
し
て
い
れ
ば
、
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
生

活
基
盤
を
も
破
壊
し
て
し
ま
う
可
能
性
さ
え
あ
る
の
で

す
。
こ
れ
は
、
遠
い
将
来
の
こ
と
で
は
な
く
て
、
現
在
そ

れ
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
を
も
た
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
必
要
な
こ
と
は
、
ま
ず
人
類
共
通
の
「
哲
学
・
信

仰
」
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
基
本
は
、
生
長
の
家

が
二
十
年
前
か
ら
言
っ
て
い
る
と
お
り
、「
神
・
自
然
・

人
間
は
本
来
一
体
」
と
い
う
こ
と
で
す
。（
中
略
）
と
に

か
く
、
人
間
さ
え
よ
け
れ
ば
自
然
界
の
他
の
生
物
や
鉱
物

資
源
は
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
早
急
に
脱

却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

そ
し
て
私
た
ち
の
生
活
の
仕
方
を
改
め
て
い
く
。
つ
ま

り
、
信
念
を
行
動
で
表
現
し
て
い
く
の
で
す
。
そ
し
て
、

自
分
ひ
と
り
で
納
得
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
々
に

そ
の
信
念
を
伝
え
、
そ
れ
ら
の
人
々
と
共
に
日
常
生
活
の

中
に
そ
の
考
え
を
ど
ん
ど
ん
反
映
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
運
動
を
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
一

緒
に
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
、
今
日
の
こ
の
祈
念

祭
に
当
た
り
強
く
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

(

二
〇
二
一
年
三
月
十
一
日
の
「
神
・
自
然
・
人
間
の
大

調
和
祈
念
祭
」
に
お
け
る
お
言
葉
、
機
関
誌
『
生
長
の
家
』

二
〇
二
一
年
五
月
号
一
八
～
一
九
頁
）

神・自然・人間は本来一体である
“新しい文明”の基礎づくりを進めよう！

つ
い
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
青
虫
用
に
し
て
、
他
の
キ
ャ
ベ

ツ
に
い
る
青
虫
も
す
べ
て
割
り
ば
し
で
レ
ー
ス
状
態

の
キ
ャ
ベ
ツ
に
運
ぶ
こ
と
を
す
る
。
一
つ
の
キ
ャ
ベ

ツ
を
丸
ご
と
青
虫
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の

沢
山
の
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
元
気
に
育
つ
の
だ
そ
う
だ
。

（
二
八
頁
）

思
い
出
し
た
の
が
、
長
村
婦
美
子
先
生
の
こ
と
。

同
じ
く
キ
ャ
ベ
ツ
に
つ
い
た
沢
山
の
ナ
メ
ク
ジ
に
、

こ
う
言
っ
て
お
願
い
し
て
沢
山
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
無
事

に
収
穫
し
た
と
い
い
ま
す
。「
あ
あ
ナ
メ
ク
ジ
さ
ん
、

お
早
う
。
あ
ん
た
、
こ
の
節
は
人
間
さ
ん
で
も
な
、

ア
パ
ー
ト
に
多
勢
何
所
帯
も
暮
ら
し
て
い
や
は
る
の

に
、
ナ
メ
ク
ジ
さ
ん
が
大
き
な
キ
ャ
ベ
ツ
一
軒
に
、

一
家
族
ぐ
ら
い
で
は
勿
体
な
い
、
こ
こ
に
三
つ
か
四

つ
あ
る
か
ら
、
こ
こ
を
あ
ん
た
方
の
家
に
し
て
上
げ

る
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
し
て
頂
戴
。
頼
む
わ
ね
。
他
の

キ
ャ
ベ
ツ
は
神
様
に
お
供
え
す
る
か
ら
、
ま
あ
、
せ

ま
い
と
こ
ろ
へ
入
れ
る
け
ど
、
頼
み
ま
す
よ
」（『
み

教
え
に
い
の
ち
捧
げ
て
』
一
八
二
頁
）

ま
た
、
長
村
先
生
は
道
場
創
設
の
と
き
、
敷
地
の

わ
き
に
仮
小
屋
を
建
て
、
一
人
で
そ
こ
に
寝
起
き
す

る
生
活
を
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
時

に
や
っ
て
く
る
蚊
に
対
し
て
も
、「
あ
あ
、
蚊
さ
ん
は

足
を
な
め
に
来
て
る
の
や
な
ァ
ー
殺
さ
ん
で
も
い
い

ん
や
、
そ
ろ
っ
と
払
っ
た
ら
え
え
の
や
」（
同
書
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一
四
七
頁
）
と
思
わ
れ
て
そ
の
い
の
ち
を
大
切
に
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

谷
口
純
子
先
生
は
、
人
間
の
自
然
と
の
付
き
合
い
方
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
現
代
人
の
自
然
と
の
付
き
合
い
方
は
、
人
間
に
都
合

の
良
い
も
の
だ
け
を
受
け
入
れ
る
も
の
だ
。
そ
こ
で
は
、
虫

が
つ
い
て
い
て
は
い
け
な
い
し
、
病
気
に
な
っ
て
も
い
け
な

い
。
不
自
然
な
無
菌
状
態
の
自
然
だ
け
を
受
け
入
れ
る
態
度

が
、
人
間
中
心
に
物
事
を
考
え
る
習
慣
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（『
森
の
日
ぐ
ら
し
』
二
七
頁
）

ナ
メ
ク
ジ
や
蚊
、
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
自
然
の
立
場
を

無
視
し
、
人
間
に
都
合
の
悪
い
も
の
は
排
除
す
る
―
―
私
た

ち
は
、
こ
の
こ
と
を
反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
ね
。

そ
し
て
こ
の
人
間
を
中
心
に
考
え
る
習
慣
が
、
世
界
的
な
危

機
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
大
災
害
を
頻
発
さ
せ
て
い
る

地
球
温
暖
化
も
、
今
回
の
深
刻
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
世
界
的
流
行
も
、
こ
の
「
人
間
中
心
主
義
」
が
原
因

で
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
今
人
類
が
い
ち
早
く
脱
却
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要
課
題
な
の
で
す
。

七
月
、
長
村
先
生
の
ご
命
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の

両
丹
道
場
で
も
先
生
が
人
間
の
都
合
だ
け
を
優
先
さ
れ
ず
、

自
然
の
生
き
物
の
生
命
を
大
切
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
思
い
出

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
私
た
ち
も
ま
た
、
前
掲
の
総
裁
先

生
の
御
文
章
に
あ
る
よ
う
に
「
人
間
中
心
主
義
」
か
ら
抜
け

出
し
て
、「
神
・
自
然
・
人
間
は
本
来
一
体
」
の
信
仰
を
ま
す

ま
す
力
強
く
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
講
師
・
光
明
実
践
委
員
の
皆
様
に
は
、〝
自
然
と

共
に
伸
び
る
運
動
〟
に
ご
尽
力
頂
い
て
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
五
月
三
十
日
（
日
）
十
時

～
十
時
五
○
分
、
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ラ
ー
ム
研
修
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
四
十
名
で
し
た
。
そ
の
中
で
古
和

田
幸
子
講
師
が
普
及
誌
の
読
み
ど
こ
ろ
を
紹
介
く
だ
さ
い

ま
し
た
。素
晴
ら
し
い
発
表
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
同
研
修
の
中
で
伊
藤
教
化
部
長
ご
指
導
の
も
と
、『
生

長
の
家
』
機
関
誌
五
月
号
一
頁
、
谷
口
純
子
先
生
の
ご
著

書
『
森
の
日
ぐ
ら
し
』
三
十
四
頁
の
中
で
「
今
」
を
感
謝

し
、
今
を
充
分
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
勉
強
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
　

行
事
の
ご
案
内

令
和
三
年
六
月
度
地
方
講
師
・
光
明
実
践
委
員
研

修
会
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

日　
　

時
：
令
和
三
年
七
月
二
十
五
日
（
日
）
十

時
～
十
時
五
十
分

　

テ
キ
ス
ト
：
会
員
必
携
書
『〝
新
し
い
文
明
を
築
こ

う
〟』
上
巻
（
基
礎
編
）
中
巻
（
実
践

編
）、
谷
口
純
子
先
生
の
ご
著
書
『
森

の
日
ぐ
ら
し
』『
生
長
の
家
』
機
関
誌

当
月
号
、普
及
誌
三
誌
№

138
（
八
月
号
）

※
地
方
講
師
会
総
会
の
審
議
事
項
で
あ
り
ま
す
令
和
二
年
度
決
算

及
び
令
和
三
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
総
数
九
十
一
名
の

講
師
の
方
々
に
総
会
資
料
及
び
表
決
書
を
郵
送
さ
せ
て
頂
き
、

七
十
一
名
の
講
師
の
方
々
が
決
算
・
予
算
と
と
も
に
賛
成
の
表

決
書
を
返
送
下
さ
い
ま
し
た
。
伊
藤
夏
樹
教
化
部
長
ご
指
導
の

下
、
両
丹
道
場
責
任
役
員
会
（
幹
事
会
）
の
議
決
条
件
に
準
じ
、

三
分
の
二
以
上
の
賛
成

を
得
て
議
決
と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
皆
様
方

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
ご
理

解
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

～ 地 方 講 師 会 だ よ り ～

～
青
年
会
便
り
～

「
十
五
年
間
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
」

青
年
会
事
務
局
長　

渡
利　

あ
す
か

私
が
初
め
て
住
吉
大
神
様
を
参
拝
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
今
か

ら
ち
ょ
う
ど
十
五
年
前
に
な
り
ま
す
。
清
々
し
い
雰
囲
気
に
満
ち

た
両
丹
道
場
で
出
会
う
人
々
は
、
先
生
方
も
信
徒
の
皆
様
も
明
る

く
親
切
で
活
気
に
満
ち
、
笑
顔
の
似
合
う
方
々
ば
か
り
で
し
た
。

京
都
第
二
教
区
の
皆
様
の
純
粋
な
信
仰
心
に
触
れ
、
私
自
身
も
笑

顔
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
人
前
に
立
つ

の
が
苦
手
な
私
が
青
年
会
委
員
長
の
お
役
を
六
年
間
も
務
め
さ

せ
て
頂
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
教
区
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て

い
な
け
れ
ば
と
て
も
無
理
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
素
晴
ら

し
い
諸
先
輩
方
や
仲
間
達
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
た
、
幸
せ
な
時

間
で
し
た
。
私
は
七
月
で
丹
後
の
地
を
去
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
教
区
で
過
ご
し
た
時
間
と
経
験
は
何
よ
り
の
宝
で
す
。

こ
れ
ま
で
皆
様
に
頂
い
た
沢
山
の
ご
愛
念
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

京
都
第
二
教
区
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

～
相
愛
会
便
り
～          

 
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
普
及
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　

相
愛
会
教
区
連
合
会
副
会
長　

新
宮 

義
人

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
生
活
が
始
ま
っ

て
一
年
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。
生
長
の
家
で
も
誌
友
会
な
ど
の
対

面
式
の
行
事
は
開
催
困
難
と
な
り
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
を
活
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
集
う
新
し
い
行
事
〝
ネ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
〟
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
は
講
習
会
が
中
止
と
な
り
、
総
裁
先
生
、
白
鳩
会
総
裁
先
生

の
ご
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は

両
先
生
がFacebook

を
通
じ
て
配
信
し
て
く
だ
さ
る
各
種
の
動

画
を
、
時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
に
視
聴
し
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
も
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
便
利
で
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
技
術
は
今
後
の
生
長
の
家
の
活
動
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
、
多
く
の
方
に
是
非
、
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加

や
先
生
方
の
動
画
の
視
聴
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
愛
会
で
は
、
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

谷口純子先生著
『森の日ぐらし』
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７月度の対策部だより

普及誌購読者拡大

普及誌購読者拡大にご協力して頂きありがとうございます。
『白鳩誌』No133 から「真理への道しるべ」や、『いのちの環』No134 から「生長の家の教えを学び

ましょう」という、生長の家の書籍を通して教えを学ぶ連載コーナーが始まりました。ネットフォーラ
ム＜非正規版＞の投稿や、真理の研鑽に役立てられるのではと思います。また、母親教室のための「マ
マナビ」のコーナーもお勧めです。子育ての大事なポイントが分かりやすく説明されて誰が読んでも参
考になります。

ネットフォーラムという新しい取り組みも始まりましたが、対面での誌友会が開催出来ない今だから
こそ、時間を作って普及誌をじっくり読んで、光明面に心を振り向け生かされていることに感謝して、
明るく楽しく元気に、生活を送って頂きたいと思います。新規購読者の推進と出来る限りの継続をお願
い致します。

No135『いのちの環』「俳壇」与謝総連：尾藤静子様、綾部総連：大槻紀子様の投稿が掲載されています。

聖使命会員拡大

合掌、ありがとうございます。コロナ禍の中にあっても、毎日人類光明化運動・国際平和信仰運動・
自然と共に伸びる運動のために、献資してくださる聖使命会員の皆様ありがとうございます。今月は、
新規入会のよろこびの声をお届け致します。O.A さんは、お孫さんを自分の愛行として入会しておられ
ました。ある時、娘さんが、「生長の家っていいネ。私達はいつも神様に見守られているんやね」と言っ
て、自分から入会してくださったそうです。「日頃のありがたい気持ちを理解してくれている事に、感謝
で一杯です」と、その喜びを語ってくださいました。

さあ！私達も勇気を出して、喜びを持ってお勧めして行きましょう。

支部・誌友会・会員

6 月、7 月は暑くなりますね。季節が変わるっていいですね。自然界に感謝します。熱中症対策・コ
ロナ対策で色々勉強しました。引き続き忘れずに。早く誌友会開催できると嬉しいですね。

＜うちんとこの誌友会＞
与謝総連です。コロナ禍で、今までの様に各支部で誌友会が開催出来なくなりました。ご存知のように、

スマホを使って LINE や Facebook で会員同士が繋がる方法を教えて頂きました。なかなか慣れませんで
したが、ラインで各支部長さんと繋がることが出来たので、「与謝総連白鳩連絡グループ」（７名）を作
ったところ、連絡が一度に出来て便利だなと感じました。そして、そのグループラインを使って、昨年
４月から恐る恐るラインの投稿形式で誌友会を始めてみたところ、失敗しながらも、一生懸命普及誌の
感想を書いて投稿してくださいました。素晴らしい感想ばかりです。皆さんの信仰の深さを感じました。

最近は、普及誌は読んで頂いているけれどネットでは繋がらない誌友さんに、支部長さんから「その
月の普及誌の良かったところ」を聞いて頂いています。一日も早く新型コロナ感染が終息して、皆さん
と顔を合わせて誌友会が出来る日が来ることを祈っております。

5 月 12 日 ( 水 )10 時～ Zoom で
全体支部長会を開催しました。コロ
ナ禍で集まることが出来ない中、オ
ンラインにより、43 名の支部長以
上の役員の方に参加して頂く事が出
来ました。また、お一人ずつ自己紹
介をして頂き、久しぶりに沢山の方
と交流することが出来ました。

全体支部長会議を Zoomで開催しました
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17

土
先
祖
供
養
祭
（
10
時
）【
ラ
イ
ブ
配
信
】

近
藤
・
藤
原

18

日
住
吉
神
社
月
次
祭
（
10
時
）【
ラ
イ
ブ
配
信
】

富
永

19

月
　
　
〔
道
場
休
館
日
〕
海
の
日

休
み

20

火

大
西
・
河
田

21

水
（
白
）
正
副
会
長
会
議
（
10
時
）【
ネ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム
】

河
合
・
船
木

22

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

23

金
普
及
誌
仕
分
け　
　
　
　
　
　

伊
藤
教
化
部
長

24

土
（
白
）
総
連
会
長
・
対
策
部
長
担
当
会
議
（
10

時
30
分
）【
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

近
藤
・
藤
原

25

日
（
講
）
地
方
講
師
・
光
実
一
日
研
修
会
（
10
時
）

及
び
同
役
員
会
・（
10
時
50
分
）【
ネ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム
】

（
相
）
正
副
・
地
区
連
会
長
会
議
（
13
時
）【
ネ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

富
永

26

月
祈
り
合
い
の
神
想
観
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
10
時
）【
ラ
イ
ブ
配
信
】

西
村
・
藤
原
美

27

火

大
西
・
河
田

28

水

河
合
・
船
木

29

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

30

金

伊
藤
教
化
部
長

31

土
長
村
婦
美
子
先
生
感
謝
の
集
い
（
10
時
）【
ラ

イ
ブ
配
信
】

近
藤
・
藤
原

日

曜
本
部
・
教
化
部
行
事

教
化
部
長

早
朝
行
事
担
当

１

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

２

金
聖
使
命
感
謝
奉
納
祭

伊
藤
教
化
部
長

３

土

近
藤
・
藤
原

４

日

富
永

５

月

西
村
・
藤
原
美

６

火

大
西
・
河
田

７

水
（
教
区
）
献
労
（
10
時
）
有
志
の
み

万
教
包
容
の
み
祭
（
本
部
）

河
合
・
船
木

８

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

９

金

伊
藤
教
化
部
長

10

土

近
藤
・
藤
原

11

日

富
永

12

月

西
村
・
藤
原
美

13

火

大
西
・
河
田

14

水

河
合
・
船
木

15

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

16

金
五
者
会
議
（
10
時
）【
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

伊
藤
教
化
部
長

☆ 

五
者
会
議
、
各
組
織
会
議
は
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、、

先
祖
供
養
祭
、
住
吉
神
社
月
次
祭
、
祈
り
合
い
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

会
員
へ
ラ
イ
ブ
動
画
を
配
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

令 和 ３ 年 ７ 月 度 行 事 予 定

☆献納ありがとうございます。
吉田　正幸　　　　50,000 円　
☆自然エネルギー拡大募金ありがとうございます。
澤田　絢子　　　     100,000 円
☆祈り合いの神想観献納ありがとうございます。
　　　　　　　　      2,000 円
☆お賽銭ありがとうございます
　　　　　　       　　    8.013 円

新型コロナウイルス感染拡大防止の対応について

　京都府では６月 20 日まで緊急事態宣言が延長される
など日本国内及び全世界では感染者が後を絶たない状況で
す。道場ではこれまで通り、感染予防対策を維持していく
予定です。ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力
の程お願い申し上げます。


